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東海村 オッタ 臨界事故 
アン ア ルウェ ネ 

東海村で臨界事故が起き
ました 

（アイヌ イタㇰ  [アイヌ語]） （日本語） 

  

1999 パ 9 チュㇷ゚ 30 ト タ、 茨城県東海村 

ウン 株式会社 ジェーシーオー (JCO) 東海

事業所 オッタ JCO ウン ウタㇻ 、 オロ ウン 

ウラン ル ワ アン 硝酸溶液 沈殿槽 (ウラ

ン ア・オマレ ワ ア・ラッチレ ウㇱケ) オㇿ  

オマレ アクス、 ヘマンタ クス ネ ヤ カ ア・

エラㇺペウテㇰ  コㇿ カ 臨界 アン ア ルウェ 

ネ。 

1999年 9月 30日に、茨城県東海村の株式会

社ジェー・シー・オー (JCO) 東海事業所で、ウ

ランがよく溶けている硝酸溶液を沈殿槽(ウラ

ンを沈殿させるところ)に入れたところ、どういう

わけだか、臨界が起きました。 

オロワノ ネワアン ペ アン クス オロ タ モ

ンライケ ウタㇻ  レン ネ ワ 放射線 セコㇿ  

ア・イェ スㇽク カㇻ  ワ オケレ。 

そのようなことがあったので、そこで働いてい

た３人が放射線という毒に当たってしまいまし

た。 

ネワアン  ペ  被爆  セコㇿ  ア・イェ  ルウェ 

ネ。 

それは、被爆と言われています。 

ウトゥラノ 病院 オルン ア・アフㇷ゚テ ワ、 ア・

コカㇻ カㇻ  コㇿ  オカ。 

いっしょに病院に入れられ、病院の手当を受け

ています。 

オカケ タ ネ ウㇱケ オカリ 放射線 ポロ ク

ス 科学技術庁 アナㇰ ネ 事故対策本部 カ

ㇻ  ワ マㇰ  イキ・アン ヤㇰ  ピㇼ カ ヤ カ 

ヤイコシラㇺスイパ。 

その後も、その場所の回りの放射線は大きく、

科学技術庁は、事故対策本部を作って、今後

どうしたらよいかと考えました。 

政府 アナㇰ ネ タン ウェンペ エラムサラㇰ  

クス 政府対策本部 カㇻ  ヒネ、 小渕総理 

本部長 ネ イカㇱパオッテ ルウェ ネ。 

さらに、政府は、この悪い事態が心配であった

ので、政府対策本部を作って、小渕総理がそ

の本部長として指令を出しました。 

東海村、 茨城県 アナㇰ ネ、 ソンノ ハンケ 

(350 メートル) ウㇱケ タ オカイ ペ ネ ヤク

ン キラ ヤㇰ  ピㇼ カ、 トゥイマ （10 キロメー

トル） ウㇱケ タ オカイ ペ ネ ヤクン チセ 

オンナイ タ オカ ヤㇰ  ピㇼ カ、 セコㇿ  イェ 

東海村、茨城県では、とても近い(350ｍ)ところ

ならば、逃げた方がよいですよ、遠い(10ｋｍ)と

ころならば、家の中に居た方がよいですよ、と 

いいました。 



ルウェ ネ。 

オロワノ 政府 アナㇰ ネ 放射線 ピㇼ カノ エ

ラムアン ウタㇻ  ヤイトゥナㇱ カ ノ ウウェカ

ㇻ パレ ワ、 ネン ポカ イキ ワ ネ 放射線 

イサㇺカ クニ ウコラㇺコㇿ  ルウェ ネ。 

それから、政府は急いで放射線をよく知ってい

る人たちを集めて、漏れた放射線を何とかして

なくすように相談しました。 

10 チュㇷ゚ 1 ト タ 政府 アナㇰ ネ 放射線 

ピㇼ カンノ エラムアン ウタㇻ  イェ イタㇰ  ヌ 

ワ JCO ウン ウタㇻ  沈殿槽 オカリ アン ナ

ㇺ  ワッカ サンケ ルウェ ネ。 

10月 1日、政府は、放射線をよく知っている人

たちが言っていることを聞いて、JCO の人たち

は、沈殿槽の回りにある冷たい水を取りまし

た。 

アクス、 核分裂 キ エウェン ワ 臨界 イサ

ㇺ  ワ 放射線 ポン ルウェ ネ。 

すると、核分裂が起きづらくなり、臨界は止ま

り、放射線は少なくなりました。 

ネ ウㇱケ タ オカ 日本原子力研究所、 核

燃料サイクル開発機構 ウン ウタㇻ  放射線 

ウワンパレ ルウェ ネ。 

そして、その場所のそばにいる日本原子力研

究所や核燃料サイクル開発機構の人たちが、

その場所の回りの放射線を調べました。 

ネロㇰ  ウタㇻ  アナㇰ ネ 放射線 ピㇼ カノ 

エラムアン ウタㇻ  ア・ウワンパレ ㇷ゚ ヌレ 

ルウェ ネ。 

その人たちは、放射線をよく知っている人たち

に調べたことを聞かせました。 

放射線 ピㇼ カノ エラムアン ウタㇻ  イェ イ

タㇰ  政府 ヌ ワ 放射線 ポン クス ネワア

ン ペ ア・エラムシンネ ルウェ ネ。 

放射線をよく知っている人たちが、言っている

ことを聞いて、政府は、放射線が少なかったの

で安心しました。 

タン ペ クス ネロㇰ  キラ ウタㇻ  ネ ヤクン 

ホシッパ ヤッカ ピㇼ カ、 チセ オンナイ タ 

アン ウタㇻ  ネ ヤクン ソイネ ヤッカ ピㇼ

カ、 セコㇿ  イェ ルウェ ネ。 

それで、逃げている人は、家に帰ってもいいで

すよ、家の中にいる人は、外に出てもよいです

よ、と言いました。 

科学技術庁 アナㇰ ネ 10 チュㇷ゚ 3 ト ワノ 

原子力等規制法 セコㇿ  ア・イェ イレンカ ア

ニ オヤ 事業所 オッタ ウェンペ ウワンパレ 

ルウェ ネ。 

科学技術庁は、10月 3日から、原子力等規制

法という決まりによって、他の事業所でも悪い

ところを調べました。 

オヤ 事業所 オッタ ウェン ペ イサㇺ  クス 

政府 アナㇰ ネ タネ ピㇼ カ セコㇿ  イェ ル

ウェ ネ。 

他の事業所は悪いところはなかったので、政

府は大丈夫だと言いました。 

臨界 イサㇺ  クナㇰ  ア・ラム ウㇱケ タ 臨

界 アン ア ルウェ ネ。クス ネワアン ペ ソ

ンノ ア・エラムトゥイ ペ ネ ルウェ ネ。 

臨界が起きないと思われたところで臨界が起

きました。そのことは驚くべきことです。 

JCO ウン サㇷ゚ネ クㇽ、 オロ ウン ウタㇻ  

ア・エヤㇺ  ペ ソモ ピㇼ カノ エパカㇱ ヌ ク

ス、 ネロㇰ  ウタㇻ  エタㇻ カ イキ ワ タン 

ペ アナ ルウェ ネ。 

ジェー・シー・オーの指導者が、きちんと職員に

大切なことを教えなかったため、その従業員

が、いい加減なことをしてしまったので、こうい

うことが起 きました。 

テ ワノ ネノ アン ウェンペ イサㇺ  クニ ア・

エトコイキ クニ ㇷ゚ ネ ナ クナㇰ  ク・ラム。 

今後は、こういう恐ろしいことがないようにしな

ければならないと私は思います。 
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